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概要 
 ＰＭＢＯＫ(A guide to the Project Management Body of Knowledge：プロジェクトマネジメ
ントの知識体系)[1]における進捗管理手法の一手法としてEarned Value Management System：ア
ーンドバリュー手法（以下ＥＶＭＳ）が採用されている。現在は、ＥＶＭＳは進捗管理ツールと

して日本のソフト開発の現場に十分浸透してはいない。しかし今後は、更なるコスト低減が避け

られない。そのような状況で、今後、ＥＶＭＳの必要性が高まっていくであろう。本論文では、

プロジェクトマネージャが ＥＶＭＳをソフトウェア開発におけるコストを物差しとしたプロジ
ェクト進捗管理ツールとしてどのように活用できるかについて検討した。その結果をＦＡＱとし

て取りまとめた。 
 
Abstract 

The Earned Value Management System (EVMS) is adopted as a method of progress 
management in PMBOK (A guide to the Project Management Body of Knowledge) [1]. It has 
not widely accepted in the field of software development in Japan as a tool for progress 
management yet. Though the more cost reduction will be inevitable. In this situation, the 
need for EVMS will intensify. This paper will describe how to make full use of EVMS as a 
progress management tool in the software development for Project manager. As a result, we 
documented as a FAQ.  
 
１．本研究の背景 
 ＥＶＭＳは、コストを物差しとした進捗管理の方法であり、技術自体は古くからある。近年、

ＰＭＢＯＫにも採用され、1998年にＡＮＳＩ／ＥＩＡで規格化されるなど，注目されるようにな

  



 

ってきている。 
一方で日本での取組みは進んでいるとは言えず、ソフトウェア開発の現場においても浸透して

いるとは言い難い状況である。そこで、本研究会においては、なぜソフトウェア開発の現場にＥ

ＶＭＳの適用が浸透していないのかをさまざまな観点から分析した。 
その結果、適用の難しさが一つの要因でないかと考えた。適用の難しさとは、ＥＶＭＳの概念

や利用方法が理解しづらいことである。理解できたとしても、日々刻々と変化していくプロジェ

クト状況に応じて、計画・実績収集・評価・計画の見直しのフェーズ（局面）で、どう適用した

らよいかがわからないのである。 
 
２．本研究の目的 

前章での問題事項として挙がった「適用の難しさ」を解決していくために、計画・実績収集・

評価・計画の見直しの各フェーズにおいて、どういった問題・疑問に陥り易いのか、どう解決し

ていけば有効に活用できるのかを提案し、理解度の向上を目的とする。 
 

３．本研究の活動内容 

まず、ソフトウェア開発の現場でよく起こり得る状況、開発途中でのプロジェクトへの推進状

況に影響を与える要因を設定し、より現場に近いプロジェクトを想定して研究課題とした。その

研究課題を基に各フェーズ（計画・実績収集・評価・計画の見直し）における問題点・疑問点を

抽出し、議論する形式で活動を行った。 
 

４．まとめ 

本研究の成果として、下記の成果物を提供することができた。ソフトウェア開発の現場におい

て、同様の問題・疑問を抱えているやＰＭ（プロジェクトマネージャ）の一助となれば、幸いで

ある。 
 
①「役に立つＥＶＭＳ ＦＡＱ集」 
各フェーズにおける問題、疑問に対する解決策をわかりやすい形式で提供する。 

 
②「すぐに使えるＥＶＭＳテンプレート」 
 ＥＶＭＳ導入準備作業を削減するため、初心者でも簡単に使えるＥＶＭＳテンプレートを提

供する。 
 
本研究を通して、様々な問題・疑問に遭遇した。このような状況を考慮すると、プロジェクト

の推進同様、ＥＶＭＳ自体もＰＤＣＡサイクルを実施しながら、組織に適応していくことが効果

的であると思われる。 
ＥＶＭＳの指標は、あくまでもプロジェクトの状況を把握する尺度の 1つである。これらの指

標をもとに、プロジェクトの状況を改善していくための対策を講ずることが重要である。 

  



 

５．今後の課題 

本研究では、プロジェクトマネジメントを実施していく上で、最も重要な計画フェーズに問題

点や疑問点が集中した。今後ＥＶＭＳの適用を進め、他のフェーズにおける項目を充実させてい

くことが課題である。 
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1999 
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Ｑ９．結合テストまたはシステムテストで不具合が見つかった場合は、プログラムの修正

タスク追加等ＷＢＳの見直しを行うのか？ 
3.2.3. 評価 
Ｑ１０．完了時コスト予測の計算式にＳＰＩ（スケジュール効率指標）を含むのはなぜ？ 
Ｑ１１．ＥＶＭＳで工程完了日はいつになるか予測することができるか？ 

3.2.4. 計画の見直し 
Ｑ１２．機能追加や機能削減等、システムに変更が発生した場合や実績値の見直し等が発

生した場合の考え方およびその見直し事例について教えてください。 
４．すぐに使えるＥＶＭＳテンプレート 
表４－１ ＷＢＳ管理表 
表４－２ 進捗管理表 
図４－１ 実績推移グラフ 

  



 

1. はじめに 
 
1.1. 本書の目的 

 
本書は、ＥＶＭＳ（Earned Value Management System ）を実際に活用するにあたって、様々
発生する疑問点をまとめたＦＡＱ集である。 
その目的は、 
・ ＥＶＭＳを利用する前提として必要な基本概念を理解する。 
・ ＦＡＱによって疑問点を解決し具体的なプロジェクトでの適用方法を理解する。 

である。 
 
1.2. 本書の利用者と利用方法 

 
・利用者 

本書の主たる利用者は、ＰＭ（プロジェクトマネージャ）、サブシステムリーダーである。 
プロジェクトの品質管理責任者等は、プロジェクト管理を実装するうえでの参考として利用す

る。 
 

・利用方法 
ＥＶＭＳを進捗管理のツールとして基本概念を理解し（第２章）、実際のプロジェクトに適用

するにあたって発生する疑問点をＦＡＱ（第３章）によって解決するために利用する。また第

4章では、ＥＶＭＳの具体的な記入例を記載するので参考にしてほしい。 
 

  



 

2. ＥＶＭＳとは何か 
2.1. 背景 
ＥＶＭＳはプロジェクトマネジメント手法の一つであり、プロジェクト実施時のパフォーマン

スを数量的に、かつ統一して把握するための手法である。米国においては政府機関を中心に、調

達の手法としてかなりの広がりをみせており、特に、米国国防総省、ＮＡＳＡでは大々的にＥＶ

ＭＳ教育がなされ、調達規則として使用されている。日本でも経済産業省の調達案件においてＥ

ＶＭＳが実験的に実施されており、この結果を踏まえて今後各省庁に対して普及・促進されてい

く予定である。 
さらに、プロジェクトマネジメントの教科書的存在であるＰＭＢＯＫ(A Guide to the Project 

Management Body of Knowledge)においても、プロジェクトマネジメントにおける統合マネジメ
ント、コストマネジメント、リスクマネジメント、コミュニケーションマネジメントの技法のひ

とつとして採用されている。 
 
2.2. ＥＶＭＳを使用するための前提 
ＥＶＭＳは統合マネジメント、コストマネジメント、リスクマネジメント、コミュニケーショ

ンマネジメントにおけるプロジェクトマネジメント手法として使用するものである。ＥＶＭＳの

使用にあたっては、以下の点を理解しておく必要がある。 
（１） ＥＶＭＳの理解、ＥＶＭＳの捉え方 

ＰＭはＥＶＭＳを進捗測定の手段として捉え、プロジェクトの状況把握のための道具（測

定・分析・報告ツール）と考える。 

次に、ＰＭはＥＶＭＳで使われる管理項目の基本的な用語とその意味を理解する。 

ＰＭはＥＶＭＳによって得られる情報、すなわち出来高計画値と出来高実績値など、ＥＶ

ＭＳで管理される各種指標値の差異を監視して、プロジェクトの状況、問題の発生を把握

していくということを理解する。 

『図解国際標準 プロジェクトマネジメント』(能澤徹著)「2.2 EVMS(1) －進捗測定とア

カウンタビリティ－」、『解説 アーンド・バリュー・マネジメント EVM : Earned Value 

Management』(冨永 章著)を読むとＥＶＭＳの理解に役立つ。 
（２） ＰＭＢＯＫの理解 

ＰＭはプロジェクトのＷＢＳ（Work Breakdown Structure）を明確にし、各ＷＢＳにおけ

る重要なワークパッケージの相互依存関係を特定して、マスタスケジュールを作成する。 

これらはＥＶＭＳを適用するか否かにに関わらず通常のプロジェクトマネジメントで行

われるものであり、ＰＭＢＯＫの知識は有効である。ＰＭはあらかじめＰＭＢＯＫについ

て理解を深めておく必要がある。 

『図解国際標準 プロジェクトマネジメント』(能澤徹著)「3.1 プロジェクトマネジメン

トの概念」「3.2 WBS(ワーク・ブレークダウン・ストラクチャ)手法」を読むとＰＭＢＯＫ

やＷＢＳの理解の参考になる。 

（３） ＥＶＭＳを使用することへの理解、合意 

プロジェクトの利害関係にあるお客様、協力会社、自社の経営層、プロジェクトメンバー

  



 

にプロジェクトマネジメントにＥＶＭＳを適用する旨を伝え、進捗がどのように管理され、

どのように報告されるかを説明し、ＥＶＭＳによるプロジェクトマネジメントへの理解を

得る。 

 
2.3. ＥＶＭＳの利点 
ＥＶＭＳには次の利点がある。これにより、プロジェクトマネジメントを効果的に実施するこ

とが可能となる。 
（１）ＥＶＭＳはコストという共通の物差しでプロジェクトの状況判断や、スケジュールの進捗

がはかれる。言い換えれば、パフォーマンスの状況をＥＶＭＳだけで把握することができる

のである。 
（２）ＥＶＭＳは数値による客観的データを用いたコミュニケーションツールであるため、経営

層やＰＭという階層の違いを超えた人々が、客観的にプロジェクトを見ることができる。言

い換えれば、経営層とＰＭがＥＶＭＳを用いることにより、プロジェクトの状況を共通認識

し客観的な見方をすることで、プロジェクトに関する議論を交わすことができるようになり、

両者のコミュニケーションが良くなるのである。 
 
2.4. 用語の定義 
 以下に、ＥＶＭＳを使用する場合に必要な用語について説明する。 

・基本用語とは、ＥＶＭＳを使用するに当たって最も重要な用語である。 

・測定用語とは、基本用語から生み出されるコストやスケジュールの差異、ならびに予測値、お

よびコストやスケジュールの効率を指数で表した用語である。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

コスト実績値(AC)

出来高実績値(EV)

出来高計画値(PV)
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の遅れ

ｽｹｼﾞｭｰﾙ差異
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残作業
ｺｽﾄ予測
(ETC)

完成時での差異
(VAC)

完了時
ｺｽﾄ予測
(EAC)

完了予算
(BAC)

時間

コスト

 
図２－１ ＥＶＭＳの例 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【基本用語】   

日本語用語（正式名称） 略語 用語説明 

完了予算（Budget at Completion） BAC 当初見積もった総予算 

出来高計画値（Planned Value） PV プロジェクトの出来高計画をコスト換算したもの 
本ガイドラインでは、コストベースラインと呼ぶ 

出来高実績値（Earned Value） EV プロジェクトの出来高実績をコスト換算したもの 
コスト実績値（Actual Cost） AC プロジェクトの実コスト 

   

【測定用語】   

スケジュール差異（Schedule Variance） SV ある時点でのスケジュールに関する予定と実際の差異。SV=EV－PV 

コスト差異（Cost Variance） CV ある時点での「出来高実績値」と「コスト実績値」との差異。CV=EV－AC

スケジュール効率指数 
（Schedule Performance Index） 

SPI 「出来高計画値」に対する「出来高実績値」の割合。計画のうちどのくらい
を達成したかを表す。 
ＳＰＩ＝ＥＶ/ＰＶ １以上 計画前倒し、１ 計画通り、１以下 計画遅延

コスト効率指数 
（Cost Performance Index） 

CPI 「コスト実績値」に対する「出来高実績値」の割合。実際に支払ったコスト
でどの程度の価値を作り出したのかを表す。 
ＣＰＩ＝ＥＶ/ＡＣ １以上 予算内、１ 予算通り、１以下 予算超過 

完了時コスト予測 
（Estimate At Completion） 

EAC 開始から完了までの必要総予算を報告時点で予測するもの。（完成時総コス

ト見積）ＥＡＣ＝ＡＣ＋｛（ＢＡＣ－ＥＶ）／ＣＰＩ＊ＳＰＩ｝ 
分母はＣＰＩのみでもいいが、スケジュール効率も考えると上記になる。 

残作業コスト予測 
（Estimate To Complete） 

ETC 完了時コスト予測とコスト実績値との差異。ＥＴＣ＝ＥＡＣ－ＡＣ 

完了時コスト差異 
（Variance At Completion） 

VAC 完了時コスト予測と完了までの当初予算の差異。ＶＡＣ＝ＥＡＣ－ＢＡＣ 

乖離率 予算（％）   （ＥＡＣ－ＢＡＣ）／ＢＡＣ＊１００ 

表２－１ ＥＶＭＳ用語 
 



 

3. よくわかるＥＶＭＳ 
3.1. ＥＶＭＳによるＰＤＣＡサイクル 
 ＥＶＭＳによるＰＤＣＡサイクルを以下に示す。 

 

 

 

計画 
 １：ＷＢＳの作成 
 ２：出来高計画値（ＰＶ）の策定 
 ３：コストベースラインの決定 
 ４：進捗管理方法の決定 

 
 
 
 
 

実績収集 
 １：コスト実績（ＡＣ）の収集 
 ２：出来高実績（ＥＶ）の算出 
 ３：スケジュール効率、コスト効率の算出 
 ４：進捗報告資料の作成 

計画の見直し 
 １：コストベースラインの見直し 
 ２：進捗管理方式の見直し 

 
 
 
 
 

評価 
 １：スケジュール効率、コスト効率の評価 
 ２：計画との乖離率 
   （ＰＶとの乖離、ＡＣとの乖離）の評価 
 ３：改善案の立案        

 
 
 
 
 

図３－１ ＥＶＭＳによるＰＤＣＡサイクル 
 
 
 

  



 

3.2. ＥＶＭＳに関するＦＡＱ 
3.2.1. 計画 
Ｑ１．ＥＶＭＳをどの程度の規模のプロジェクトから適用すると効果的であるか？ 
Ａ．特に条件はありません。但し、ある程度の規模と期間があったほうが、効果は出やすくなる。

目安としては、「期間６～９ヶ月以上で運用上専任のＰＭがいるプロジェクト」ということになる。 

短期間プロジェクトの場合は、「ＡＣの計上で経理処理上の遅延が与える影響が大きい」、「トレ

ンド分析の期間が短くなり傾向の把握がしづらい」などを考慮する必要がある。また、小規模プ

ロジェクトの場合は、ＷＰ（Work Package）の数が少ないため、データが極端に振れる可能性が

ある。 

何れにしても、管理作業の変更に対する作業の増加（ＰＭのＥＶＭＳ理解、必要なステークホル

ダーへの周知）とＥＶＭＳがもたらす効果のバランスをどう見るかであるが、慣れるまでは、効

果が出やすく運用もしやすい上記の目安規模のプロジェクトから初めて、慣れてくれば上記を考

慮した上でより小規模・短期間のプロジェクトや大規模プロジェクトにも適用範囲を広げていく

のがよい。  

 

Ｑ２．ＷＢＳとＷＰの境界はどこなのか？ 
Ａ．ＷＢＳはその名の通り構造（Structure）を示すものでありプロジェクトの完了に必要なすべ

ての作業を階層的に示した系統図である。一方ＷＰはＷＢＳの最下位レベルの要素成果物である。

従ってＷＰはＷＢＳの一部と言うことになり、このレベル以上はＷＢＳ、このレベル以下はＷＰ

といった境界はありません。また、ＷＰはさらに作業項目（アクティビティ）に分解されます。

（下記表参照）なお、ソフトウェア開発におけるＷＰのブレークダウンレベルは４０人時間（５

人日）が目安と言われている。 
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レビュー後の手直し
承認

B画面 設計
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　・・・
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詳細設計

WP（ワークパッケージ） アクティビティWBS

 

図３－２ ＷＢＳとＷＰの境界 

  



 

参考（ＰＭＢＯＫ２０００の定義） 

ワーク・ブレークダウン・ストラクチャ（WBS:Work Breakdown Structure） 

プロジェクト全体のスコープを系統立ててまとめ，定義したもので，要素成果物を基にプ

ロジェクトの構成要素をまとめたもの。一段レベルが下がるごとにプロジェクトの仕事がさ

らに詳細な記述となっている。ＷＢＳの最下位レベルの要素成果物をワークパッケージと呼

び，ワークパッケージはさらに作業項目（アクティビティ）に分解される。 

ワークパッケージ（Work Package） 

ＷＢＳの最下位レベルの要素成果物。コントロール等の基本単位作業完了が客観的に測定可

能。 

（英文の最初のセンテンス A deliverable at the lowest level of the WBS.） 

deliverable 《通例 ～s》（契約に基づいて出荷する）商品,配送品. 

 

Ｑ３．ＷＢＳの事例を教えて下さい。 
Ａ．「製造～単体テスト」工程のＷＢＳの事例を下記に示す。 
 

表３－１「製造～単体テスト」工程のＷＢＳ事例 

 NO. 作業項目名 
見積工数

（人日）
担当 

単価 

（人日） 
出来高 

WBS 1 製造～単体テストフェーズ     

WBS(WP) 1.1   単体テスト全体計画書の作成 3 社員Ａ 50,000 150,000 

WBS(WP) 1.2 売上入力プログラム作成 8 社員Ｂ 50,000 400,000 

Activity 1.2.1    モジュール１作成 1    

Activity 1.2.2    モジュール２作成 1    

Activity 1.2.3    モジュール３作成 0.5    

Activity 1.2.4    モジュール４作成 0.5    

Activity 1.2.5    プログラム単体テスト仕様書作成 1    

Activity 1.2.6    プログラム作成 1    

Activity 1.2.7    単体テスト実施 2    

Activity 1.2.8    単体テスト結果作成 0.5    

Activity 1.2.9    単体テストレビュー 0.5    

WBS(WP) 1.3   売掛金一覧表プログラムの作成 4.5 社員Ａ 50,000 225,000 

Activity 1.3.1    モジュール１作成 1    

Activity 1.3.2    モジュール２作成 0.5    

Activity 1.3.3    プログラム単体テスト仕様書作成 0.5    

Activity 1.3.4    プログラム作成 0.5    

Activity 1.3.5    単体テスト実施  1    

Activity 1.3.6    単体テスト結果作成 0.5    

Activity 1.3.7    単体テストレビュー 0.5    

WBS(WP) 1.4   単体テスト全体結果の作成 5 社員Ａ 50,000 250,000 

      1,450,000

 

  



 

Ｑ４．プログラムの進捗管理はどうすればいいのか？（出来高の管理単位と出来高計上方法の確

認） 
Ａ：ＥＶＭＳで進捗管理する単位ＷＰを決める。通常プログラムの「製造～単体テスト」工程で

は、１プログラムの作成をＷＰとするのが一般的である。ＷＰはさらにアクティビティに分解す

る。（Ｑ３の「表３－１「製造～単体テスト」工程のＷＢＳ事例」参照） 

管理単位が決まればどのように管理するか運営方法を決める。 

 

表３－２ 進捗管理方法の参考例 

フェーズ 決めること 

報告者 プログラム作成者 

タイミング 毎日 

報告内容 
プログラム名、状況（着手／テスト完了日付など＝達成率の評価
基準による） 

報告 

方法 メールで必要項目を報告 

収集担当者 サブシステムリーダー 
収集 

管理帳票 プログラム進捗管理表 

評価担当者 ＰＭ 

タイミング 毎週月曜日 

評価対象 プログラム完了 実績本数／計画本数 
評価 

達成率の基準 下記表参照 

許容範囲 １０％ 
対応 

再計画 サブシステムリーダー 

フェーズ完了基準 全プログラムレビュー完了 

 

達成率の基準の一般的な考え方として、５つのタイプがある。（「表３－３ 達成率の基準の考

え方」を参照。） 

 

  



 

表３－３ 達成率の基準の考え方 

パーセントコンプリート （ＷＰの全体の量に対して完了した量を達成率とする方法） 分

類 残工数 （要求仕様充足率） 見積工数 アクティビティ 
重み付きマイルストーン 固定比率 

概
要 

「要求仕様充足率」（残工数も含めたＷＰ全

体の工数と、実際の消費工数との割合）で達

成率を管理する。「要求仕様充足率」は、品

質を測る指標ではないが、品質が悪ければ

達成率が上がらないという当たり前のことを

示す指標である。 

ＷＰにおけるアクティビティの見積工数全

体と完了したアクティビティの見積工数の

割合で達成率を管理する。 

ＷＰにおけるアクティビティの総数と

完了したアクティビティの数量の割合

で達成率を管理する。 

計画時に各ＷＰにマイルストー

ンを設定し、そのマイルストーン

毎に到達基準と達成率を決め

ておき、実施時には到達基準に

達したかを評価することにより達

成率を管理する。 

ＷＰの着手時と完了時に固定比率

で計上する方法。 

計上の配分率の違いにより０－１０

０，３０－７０、５０－５０などがある。 

【マイルストーンの例】 配分率 

到達基準 達成率

計上タイミ

ング 0-100 30-70 50-50 

未着手 ０％ 着手時 ０% ３０% ５０% 

作業着手 ２５％ 完了時 １００% ７０% ５０% 

ＰＧ作成完了 ５０％

テスト完了 ７５％

達
成
率 

実際消費工数 

―――――――――――――――×１００ 

実際消費工数＋完了までの予定工数 

完了したアクティビティの見積工数 

――――――――――――――×１００

ＷＰのアクティビティ総見積工数 

完了したアクティビティ数 

―――――――――――×１００ 

ＷＰのアクティビティ総数 

テストレビュー承認済 １００％

30-70 であれば、着手時に３０％ 

完了時に＋７０％（＝１００％）を計上

する。 

適
用
推
奨
Ｗ
Ｐ

総てのＷＰに適用できる。 総てのＷＰに適用できる。 

アクティビティの工数が見積もられていな

ければならない。 

アクティビティの大きさ（工数）のばら

つきが少ないＷＰ。 

総てのＷＰに適用できるが、主

に期間が１ヶ月前後のＷＰ。 

作業期間が比較的短いＷＰ。 

０－１００なら期間が５日程度、 

５０－５０なら期間が１５日程度まで

のＷＰ。 

メ
リ
ッ
ト 

残工数を含めて判断するため正確な達成率

を把握できる。 

 

アクティビティ毎の工数を考慮しているの

で正確な達成率を把握することができる。

考え方が単純であるため管理はしや

すい。 

ＷＰが、現状どのようなステータ

スにあるかが判別できる。 

考え方が単純明快で分かりやすく

管理も比較的楽である。 

考
慮
点 

残工数を正確に見積もることが必要である。 見積工数と実績工数が乖離すると正確な

達成率にはならない。 

アクティビティの大きさ（工数）にばら

つきがあると正確な達成率とならな

い。 

詳細にＷＢＳ化された期間の短

いＷＰに対しては管理が煩雑で

ある。 

該当ＷＰがどの程度まで進んでいる

か、あとどの程度かかるかの判別が

できない。 

４０％ 

＝４．０／（４．０＋６．０）×１００ 

３７．５％ 

＝３．０／８．０×１００ 

３３．３％ 

＝３／９×１００ 

２５％ 

（作業着手済み） 

５０％ 

（50-50 の場合：作業着手済み） 
事

例 
【事例の前提条件】Ｑ３のWBS 事例の「NO.1.2 売上入力プログラム作成」ＷＰにおいてモジュール１～３が完了した状態。実際消費工数は４．０人日、完了までの予定工数は６．０人日とする。 

  



 

Ｑ５．プロジェクト管理作業のＰＶ、ＥＶへの反映方法はどうしたらよいか？ 
Ａ．ＰＭが実施するプロジェクト管理作業については、計画した作業が予定通り進んでいると見

なして以下のように考える。 

ＰＶ：プロジェクト管理は１つのＷＰとして作成し、プロジェクト管理として見積もった 

１ヶ月分の工数に単価を掛けて月別のＰＶを算出する。週次に必要な場合はそれを按

分する。 

ＥＶ：ＰＶと同じ値をＥＶとして計上する。 

 

Ｑ６．ＥＶ,ＡＣは週単位で測るのか？月単位で測るのか？ 
Ａ．プロジェクトの規模や期間により費用対効果で選択すべきであるが、週単位で測ることを推

奨する。（月単位ではスケジュール遅延に対する対応が遅れる。）ＥＶを週単位で測ることについ

ては情報の収集を週単位で行うということになるが、ＡＣについては通常会計システムの月次決

算などから情報を受け取ることになるため月単位でしか収集出来ない場合が多いと思われる。そ

の場合は、月単位のＰＶを按分して週単位のＡＣ（みなしＡＣとする）を計上しておいて、月次

決算が出た時点で実際のＡＣとの誤差を最終週のＡＣで調整する、ということになる。 
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図３－３ みなしＡＣ活用事例 

 

Ｑ７．一括外注委託費のＰＶ、ＡＣは、一括計上、みなし計上のどちらがよいか？ 
Ａ．みなし計上をお勧めする。みなし計上とは、実際のお金の流れではなく、外部委託先と合意

した月単位の見積り費用をＰＶとして計上することをいう。小規模・短期間の外部委託であれば、

一括計上も考えられるが、大規模・長期間の場合に一括計上をすると計上するまでの間は、全く

進捗していないことになり進捗管理できない。外部委託先に対して発注時に、計画・実績を定期

的に報告するよう決めておくことが必要である。（例えば、実績として中間成果物の検証によりＥ

Ｖを計上する等。）ＡＣについては、作業量の増減があっても契約の範囲内であれば、発注金額通

りとなるので、ＡＣ＝ＰＶで計上する。また、簡易みなし計上として、契約金額を月数で按分し

た金額をＰＶ、ＡＣとして計上する方法もある。 

 



 

表３－４ 外部委託費 PV・ACの計上方法        単位：千円 
PV･ACの 
計上方法 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 

一括計上 0 0 0 0 21,000 0 7,700 0 
簡易みなし計上 0 0 5,760 5,760 5,760 5,760 5,760 0 
みなし計上 0 0 2,100 10,500 8,400 3,500 4,200 0 
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             図３－４ 外部委託費一括計上 
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図３－５ 外部委託費簡易みなし計上 
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3.2.2. 実施 
Ｑ８．設計漏れ等で手戻りがあった場合のＰＶ・ＥＶの計上方法は？ＥＶは下がるのか？ 
Ａ．ＥＶは下がる。よって手戻り（一旦完了したものが品質不良によるやり直し等で仕掛かりに

戻った場合）が発生した場合は、以下のように対応する。 
① 新たな成果物を作成する必要性が発生した場合、関連するＷＰの下に新たな成果物作成の

アクティビティを追加する。（ただし、変更内容が定められた基準より大きい場合は、 
Ｑ１２を参照する。） 

② 既存の成果物を変更する必要性が発生した場合、そのWPの進捗率を再度計測する。 
何れの場合においても、「実際の消費工数＋完了までの予定工数」は増加することになるが、Ｐ

Ｖは変更しない。つまり、既存のＷＰ内でＰＶが変更にならないように見積工数の配分を調整す

る。完了までの予定工数が増加することにより進捗率が低下し、その結果ＥＶは下がることにな

る。 
ここでは、②について事例をあげて説明する。現在、ＷＢＳ「表３－５ 事例Ｑ８－１」があ

ったと仮定する。 
表３－５ 事例Ｑ８－１   

 当初の 

見積工数 

実際の 

消費工数

完了までの

予定工数

進捗率 ＰＶ 

(千円) 

ＡＣ 

(千円) 

ＥＶ 

(千円) 

プログラムＡ 5 人日 5 人日 0 人日 100%  5,000 5,000 5,000 

プログラムＢ 6 人日 2.4 人日 3.6 人日 40% 6,000 2,400 2,400 

合計 11 人日 7.4 人日 3.6 人日 67% 11,000 7,400 7,400 

 
これが、プログラムＡ作成の単体テスト完了後、品質不良が発覚し、新たに追加作業工数 7 人
日が必要となったとすると、そのときＷＢＳは次のとおり変更となる。 

 
表３－６ 事例Ｑ８－２ 

 当初の 

見積工数 

実際の 

消費工数

完了までの

予定工数

進捗率 ＰＶ 

(千円) 

ＡＣ 

(千円) 

ＥＶ 

(千円) 

プログラムＡ 5 人日 5 人日 7 人日 42% 5,000 5,000 2,100 

プログラムＢ 6 人日 2.4 人日 3.6 人日 40% 6,000 2,400 2,400 

合計 11 人日 7.4 人日 10.6人日 41% 11,000 7,400 4,500 

 
プログラムＡ作成の「完了までの予定工数」が 0 人日→7 人日になったことにより、進捗率が

100%→42%に低下し、その結果ＥＶは 5,000千円→2,100千円に下がる。 
 

Ｑ９．結合テストまたはシステムテストで不具合が見つかった場合は、プログラムの修正タスク

追加等ＷＢＳの見直しを行うのか？ 

Ａ． 原則、ＷＢＳの見直しは行わない。テストで不具合が発生するたびにＷＢＳを見直すのは煩
雑な作業となるため、テスト作業の中で不具合対応をおこない、完全に不具合を取り除いた時点

で進捗率を 100%とするほうがよい。ただし、品質が著しく悪い場合は再設計タスクや品質向上
タスクの追加等ＷＢＳの見直しが必要となることもある。テスト完了条件としては、テスト計画

 



 

の要求を完全に満たしていることとなる。 
 

3.2.3. 評価 
Ｑ１０．完了時コスト予測の計算式にＳＰＩ（スケジュール効率指標）を含むのはなぜ？  

Ａ．ＳＰＩ（スケジュール効率指標）とは、ＰＶに対するＥＶの割合である。つまり、計画のう

ち、ある時点の作業進捗がどのくらい達成しているかを相対的な比率で示している。その比率が

１.0 以上である場合、計画以上の達成を示し、1.0 以下であると計画遅延が発生していると判断
できる。 
ＥＡＣ（完了時コスト予測）は、 
 SPI≧1.0の場合  EAC = AC + { ( BAC – EV ) / CPI } 
 SPI＜1.0の場合  EAC = AC + { ( BAC – EV ) / ( CPI * SPI ) } 

で求めることができる。ＳＰＩ＜1.0（計画遅延が発生）の場合にＳＰＩを計算式に含めているの
は、ＥＡＣを、より安全性を重視した予測として捉えるためである。 

 

Ｑ１１．ＥＶＭＳで工程完了日はいつになるか予測することができるか？  

Ａ．予測することはできる。計算式は、 
最終予測期間 ＝ 開発総日数 ÷ ＳＰＩ（スケジュール効率） 

となる。例えば、開発総日数は、160 日(20 営業日／月)、ＳＰＩ=0.89 である場合、次のように
なる。 
最終予測期間 ＝ 160日 ÷ 0.89 ＝ 約 180日 

よって、約 20日（約１ヶ月）遅延となる。あくまでも、計測時点の体制・各種測定結果から算出

したものであり、この結果を踏まえて、当初期間内で完了させるためには、体制・作業を見直し

ていくことが重要である。 

 

3.2.4. 計画の見直し 
Ｑ１２．機能追加や機能削減等、システムに変更が発生した場合や実績値の見直し等が発生した

場合の考え方およびその見直し事例について教えてください。 
Ａ．変更には、ＰＶとＥＶを変更する場合が考えられる。ＰＶはベースラインなので、変更する

には一定のルールを設定する必要がある。以下の①は、8 月に大幅な機能が追加，削除が発生し
ＰＶを見直す場合について、②は品質不良が判明し出来高を見直す場合についての考え方及びそ

の事例を示す。 
 
①機能を追加、削除については新しいＷＢＳの追加、既ＷＢＳの削除で対応できるが、場合

によっては、既存の機能に対しての影響を調査した結果、既決定されたＷＢＳそのものに

ついての見直しにまで変更が及ぶ可能性がある。このようなＷＢＳの全体見直しにつなが

る場合には、前回のベースラインと別に新規にベースラインを作成することをお勧めする。

（図３－７ 見直し事例１、図３－８ 見直し事例２参照。） 
②ＥＶに変更については、後工程で前工程の品質不良が判明した場合が考えられる。一時的

 



 

に進捗率が下がるので、その時点で出来高を下げ、そこから管理していくことをお勧めす

る。今後の管理が重要であるので過去にさかのぼっての変更は必要ないと考える。 
 
（例）機能追加（ＰＶ２０％ＵＰ）があり、8月以降のコスト予算見直し発生 
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図３－７ 見直し事例１ 
 
（例）機能削減（ＰＶ２０％ＤＯＷＮ）があり、8月以降にコスト予算の見直し発生 
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図３－８ 見直し事例２ 

 



 

（例）品質不良が発覚し、出来高減少が判明した場合 
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図３－９ 見直し事例３ 
 

４．すぐに使えるＥＶＭＳテンプレート 
 ＥＶＭＳ導入準備作業を削減するため、初心者でも簡単に使えるＥＶＭＳのテンプレート 
「表４－１ ＷＢＳ管理表」「表４－２ 進捗管理表」を作成した。使用の手順は以下の通りであ
る。 
 
① 計画時に「表４－１ ＷＢＳ管理表」を作成し、ＰＶを入力する。（ここでは、測定タイ

ミングは週単位とする。） 
② 週単位でＡＣ、ＥＶを測定し、その結果を「４－１ ＷＢＳ管理表」に入力する。 
③ 「表４－１ ＷＢＳ管理表」の入力結果から、「表４－２ 進捗管理表」「図４－１ 実

績推移グラフ」が自動出力される。 
 

 

 



 

 

表４－１を挿入 

 



 

 
 

表４－２を挿入 

 



 

 
 
 

 

図４－１を挿入 

 


	1.　はじめに
	1.1.　本書の目的
	1.2.　本書の利用者と利用方法

	2.　ＥＶＭＳとは何か
	2.1.　背景
	2.2.　ＥＶＭＳを使用するための前提
	2.3.　ＥＶＭＳの利点
	2.4.　用語の定義

	3.　よくわかるＥＶＭＳ
	3.1.　ＥＶＭＳによるＰＤＣＡサイクル
	3.2.　ＥＶＭＳに関するＦＡＱ
	3.2.1.　計画
	Ｑ１．ＥＶＭＳをどの程度の規模のプロジェクトから適用すると効果的であるか？
	Ｑ２．ＷＢＳとＷＰの境界はどこなのか？
	Ｑ３．ＷＢＳの事例を教えて下さい。
	Ｑ４．プログラムの進捗管理はどうすればいいのか？（出来高の管理単位と出来高計上方法の確認）
	Ｑ５．プロジェクト管理作業のＰＶ、ＥＶへの反映方法はどうしたらよいか？
	Ｑ６．ＥＶ,ＡＣは週単位で測るのか？月単位で測るのか？
	Ｑ７．一括外注委託費のＰＶ、ＡＣは、一括計上、みなし計上のどちらがよいか？

	3.2.2.　実施
	Ｑ８．設計漏れ等で手戻りがあった場合のＰＶ・ＥＶの計上方法は？ＥＶは下がるのか？
	Ｑ９．結合テストまたはシステムテストで不具合が見つかった場合は、プログラムの修正タスク追加等ＷＢＳの見直しを行うのか？

	3.2.3.　評価
	Ｑ１０．完了時コスト予測の計算式にＳＰＩ（スケジュール効率指標）を含むのはなぜ？
	Ｑ１１．ＥＶＭＳで工程完了日はいつになるか予測することができるか？

	3.2.4.　計画の見直し
	Ｑ１２．機能追加や機能削減等、システムに変更が発生した場合や実績値の見直し等が発生した場合の考え方およびその見直し事例に



	４．すぐに使えるＥＶＭＳテンプレート

